
・噛む力の発達と食べ物・・ 離乳食が終わっても、しっかり噛めるようになるのはちょっと先。こんなことに気をつけましょう。

個人差があります。月齢は参考としてみてください。

月齢 １０～１１ヶ月 １歳頃 １歳２ヶ月～１歳４ヵ月 １歳５ヶ月～１歳１１ヶ月 ２歳前後 ２歳後半～３歳

歯
の
生
え
方

前歯が上下に生えはじ
める

前歯が上下そろう 奥歯の第１乳臼歯が生
える

犬歯が生える 奥歯の第２乳臼歯が生
えはじめる

第２乳臼歯が上下そろ
う

口
の
機
能

前歯で噛み切ることを

覚えはじめる

前歯で噛み切ることが

できる

奥歯ですりつぶすこと

を覚えはじめるが、ま

だすりつぶすことはで

きにくい

前歯で噛み切ることが上

手になり、一口の量がわ

かってくる

噛む動作がだんだん

上手になってくる

奥歯が生えそろったの

で、すりつぶすことが

できるようになってく

る

こ
の
時
期
に
適
し

た
食
べ
物

歯茎で噛める程度の

固さで少し大きめの

ものを与えましょう。

繊維の固いもの、弾力

の強いものはまだつ

ぶせず丸のみしやす

いので、避けましょ

う。

やや固いものでも、小

さめに切って与える

と奥歯で噛む練習に

なります。

スプーンですくいや

すいものと手でもっ

て食べられるような

もの、いろいろ与えま

しょう。

固すぎるものやパサ

パサした生野菜はま

だ苦手。茹で野菜や煮

野菜を多くとりいれ

ましょう。

おとなとほとんど同

じものが食べられる。

ただし、味の濃いもの

やまちがって飲み込

みやすいものには気

をつけて。

ポ
イ
ン
ト

出てきた前歯を使おう

口の前の部分を使う

と物の固さや大きさ

を感知して噛む動作

が引き出されます。前

歯を使うようなもの

を与えましょう。

手でもって食べられる

ものは自分で食べよう

手でつかむ⇒口に運

ぶ⇒噛み切る、という

動作はものを食べる

基礎の練習です。

手づかみメニューも

とり入れましょう。

噛む練習をしよう

柔らかくつぶれるよう

なものは大きめに、固

いものは小さめに切

ります。与え方も口の

奥までスプーンを入

れずに、自分でスプー

ンからパクッと食べ

るようにしましょう。

スプーンを使いはじめ

る

まだまだつたないで

すが、子どもなりに一

口の量を覚えていく

ので、食べ物はひと口

大にそろえすぎない

ように。

ほぼひとりで食べられ

るようになる

スプーンやフォーク

を使って食べるのが

上手になっていきま

す。手に持ちやすいお

茶碗や食器を用意し

ましょう。

偏らないようにいろい

ろなものを

柔らかく食べやすい

ものばかりにならな

いように、噛みごたえ

のあるものも取り入

れて。また、食品の種

類もいろいろなもの

が食卓に上るよう心

がけましょう。


